




















































押 し進められてきた。その後,特に昭和60年9月の先進5力 国蔵相 ・中央銀行総裁会議(G




















職場欲求を明 らかにす ること。企業からの大学への従業員派遣制度は今後に渡 って従業
員の再教育上重要な意味をもつ。特に,職場欲求が,派遣されていない一般従業員 とど
の様な点において相違す るのか,また,将来に渡ってどの様 な変化の可能性があ るのか






調査用紙問紙:職 場欲求の実態を調査するために,太城(1983)に基づいて,表1の よ う
な質問紙を作成 した。表中の質問項目1-6は 経済的側面,項 目7-12は社会的側面,項 目
13-18は自己実現的側面に関連するものとされている(太城,1983)。調査実施にあたっては,
まず18項目中で望ましい職場,仕事の特性 として10項目を選択させる。そして,選択 された
10項目にっいて特に重視する5項 目に重視度順に1番 一5番 の番号をっけさせる。すなわち,












職 種 役 職 名 勤 続 年 数 年 齢 性 別 学 歴
あなたにとって望ましい仕事 ・職場を次の中か ら10個選 び、特に重要視する5個 に順位を
つけて下さい。



















っついて,上述の3側面各々の重視度得点を各側面に含まれる項 目の重視度得点の和 か ら求
めた。(全項目の重視度得点の和は15になる。)
調査対象 と調査時期:以 下の企業従業員,企業派遣短期大学生を対象 として,昭和60年と
63年に調査を実施 した。






(小学校卒業者が2名 あったが少数であるので解析対象 とは しなかった。)職 種:事 務職
143名,技能職461名。役職:管 理職151名,一般職453名。
























ところで,各側面に対する重みづけが等 しければ,相対選択率 と相対重視度 の値 は等 しく








図2に 側面別,図3に 各側面内での項 目別の重視度を示す。図2の ように,職場欲求を側
面別 にみると経済的側面の重視度が高い。この内訳を見ると(図3),収入,安定性が際だっ





高得点を示す項 目は見 られない。このことは,経済的側面や社会的側面ではよ り実際的,現


































所属(こ こでは人間関係)へ の要求よりも高順位 に位置づけられている。 しか し,当調査対
象 となった企業では労働環境が劣悪なものではない。故に,マズローの欲求階層説での順位
と当結果での順位が一致 していないものと考えられる。)





























































































管理層の特質,および,勤続年数5年 以下の若年層の特質が示 されているようである。 この
点を中心にさらに項 目別に見てみよう。
図5は 勤続年数別の各項 目の重視度を示 している。経済的側面(図5-1)で はどの勤続
年数層でも収入 と安定性が高 く重視されているが,勤続年数21-30年層の特徴は他の勤続年
数層 と比べて,収入,安定と休暇に対する重視度が低いことである。さほど不満,不 安のな
い収入が得 られていること,と同時に仕事に打ち込んでいる状態,あ るいは打 ち込 まざるを
得ない状態を反映するものであろう。このような状態は広井(1977)の人生周期説での第3










































































































































藝 甦國軽蔓 …一 一
5年以下6-10年11-20年21-30年31年 以上
勤 続 年 数




















勤 続 年 数
図5-3.自 己実現的側面 の各項 目の重視度










下の層では性格 ・興味を生かせ られることに対す る重視度が高 くなっている。これは単 に経




表2に 項 目の重視度順位を示 した。21年一30年層を除 くと,上位4位 まではどの勤続年数





表2.勤 続年数別の重視度順位(上 位5項 目)
勤 続 年 数











































とが示されている。図7に 各項 目の重視度を示す。経済的側面の内訳を見 ると,一般職 では
管理職 と比べると収入,安定性,休暇 ・休憩 ・福利施設への重視度が高い。すなわち,一 般
職では管理職に比べて労働 による道具的価値がより重視されているといえる。管理職ではこ
のような道具的価値はすでにある程度獲得されていることが考えられる。




映されているといえよう。人間関係 と協力 は一見同質のものと考え られるが,立場,地 位 に
よって必ず しも同質のものではないということも考えなければならないことを示す ものと思
われる。








対する欲求が生 じないということが考えられる。あるものを重視するか しないかにっ いて,
実現可能性あるいは期待水準を軸 としての閾値および判断基準 を想定することができよう。
項目別の重視度順位(表3の 左表)を 見ると,管理職では,1人 間関係,2収 入,3安 定































































































表3.役 職別(左 表),学歴別(右 表)の 重視度順位(上 位5項 目)
役 職 学 歴






































違 はないが,経済的側面の重視度 は学歴が上がるにしたがって減少 し,自己実現的側面の重
視度は学歴が上がるにしたがって増加 している。これらの内訳を図9に 示す。
経済的側面については,学歴の上昇にともなってほぼ全ての項目の重視度が減少 している。
社会的側面については,経済的側面ほどに明 らかな相違は見 られないが,大学卒業者 では人
間関係および協力の重視度が他に比べて低いことが示され,職種の相違(事 務職 と技能職の
相違)あ るいは学歴による特質の相違が反映されているように思われる。自己実現的側面に
ついては,変化を除 く全ての項目の重視度が学歴の上昇にともなって増加 している。 ここで








項 目別の重視度順位(表3の 右表)を 見ると,中学校卒業者と高校卒業者では4位 までの


















































































































































































かになった。経済的側面が最 も重視 されていることは,勤続年数,役 職 学歴,企 業規模 に
関わ らず変わらない。まず,働 くことを通 して生活の安定性を求めているということである。
また社会的側面の重視の程度には,勤続年数,役職,学歴によってさほど大 きな違 いは見 ら
れなかった。他方,自己実現的側面の重視の程度にっいては特に役職 学歴による相違が示
され,そ こには自己実現的側面と経済的側面の重視の程度との間での トレイ ドオフが示 され







































































































表4.各 調査対象の項目別重視度順位(上 位5項 目)
【





























では特に安定性の重視度が高 くなってお り,逆に能率給の重視度が低下 している(63年度で
の能率給の重視度得点 は0である)。これは最近の円高の影響による鉄鋼関連企業での急激
な合理化による将来への不安を反映するものと言えよう。また,労働環境と福利の重視度 の








































































































側面,その中でも安定性の重視度が低 く,自己実現的側面,その中で も特 に能力発揮 の重視
度が高いというものであり,派遣生ゆえの将来性 と動機づけの高まりが示唆された。 このこ
とは63年調査でも同様 と言える。 しか し,60年度企業派遣生 と比べると,63年の調査結果で
は企業派遣生 の経済的側面,特 に安定性の重視度が上昇 していた。これは,企業にお ける急
激な合理化による不安を反映す るものであろう。また,社会的側面では人聞関係の重視度が
低下 し家庭の重視度が上昇 していた。さらに,自己実現的側面では達成感 と性格 ・興味 の重





合の高いことが示 された。さらに,企業派遣生の昭和60年か ら63年への変化に見 られたよ う
にこの間に経済的側面の重視度,特に安定性の重視度がさらに高まっていることが示された。
M.S.ビルテス(1953)は,米国で技術革新が急速 に進 められて いた1940年代か ら50年代 に
かけて安定欲求が広範に根深 く認められることを示 しており,これは雇用不安を反映す るも














3.職場欲求の社会的側面の不変柱,お よび,経済的側面 と自己実現的側面 との間 の トレイ
ドオフ。
職場欲求を側面別の重視度順から見 ると,上述1の ように経済的側面が調査対象者の属性


















の経済的側面の重視度 は高 くなっていたのであるが,この変化 は自己実現的側面の重視度の
低下というかたちには現れず,社会的側面(特 に人間関係)の 重視度が低下するという傾向
を示 した。経済的側面の重視度の低下 は経済的,社会的変化を反映するものであろうが,社
















昭和60年の調査結果,お よび63年の調査結果双方 とも,一般従業員に比べて企業派遣生 の
自己実現的側面の重視度が高いことを示 した。このことは大学への企業従業員の派遣制度が
自己実現的側面の重視度を高める働きがあることを示す ものと考えられる。ただ し,同時 に




る。また,社会的側面では人間関係の重視度が低下 し,家庭の重視度が上昇 していた。さ ら




らかにしていくとともに,企業派遣生が職場 に戻 った後の職場欲求の変化を追跡 してい くこ
とも今後の重要な課題の一っである。
以上,当調査は予備的なものであったが,特に鉄鋼関連企業では経済的側面の重視度の高
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付 表 以下の付表1,2に は本文には採り上げなかったが,参考のために工業短期大学生(男 子1年



































































































































































































属 性 一 般 派 遣 生1派 遣 生 短 大 生 4大 生 4大 生
従業員男子 男 子 男 子 男 子 女 子
調査年度 60年 60年 63年 63年 63年 63年
対象者数 604 57 41 50 46 23
項 目 得点 合計 得点 合計 得点 合計 得点 合計 得点 合計 得点 合計
経 収 入 2.78 2.96 3.15 3,06 2.04 1.00
済 安 定 性 2.39 1.56' 2.07 2.76 1.02 1.69
的 休暇 ・休憩 0.757.920.677.020.347.641.108.320.524.160.233.77
側 労働 環 境 1.44 1.42 1,59 1.12 0.67 0。85
面 福利 施 設 0.48 0.18 0.49 0.24 0.13 0.00
能 率 給 0.08 0.23 0.00 0.04 0.07 0.00
社 社会的評価 0.40 0.14 0.05 0.02 0.61 0.46
会 奉 仕 的 0.02 0.00 0.00 0.14 0.33 0.00
的 入 間関 係 2.263.542.463.341.732.901.582.621.673.241.923.92
側 家庭と両立 0.53 0.56 0.85 0.74 0.46 1.54
面 年 功 性 0.04 0.00 0.00 0.02 0.07 0.00
協 力 0.29 0.18 0.27 0.12 0.11 0.00・
自
己 責任 ・自律 0.68 0.79 0.56 0.16 0.37 0.23
実 達 成 感 0.75 0.72 1,56 0.78 1.63 0.92
現 能 力発 揮 1.223.51.704.651.564.450.744.061.937,241.547.30
的 変 化 0.12 0.44 0.02 0.48 0.15 0.15
側 性格 ・興味 α54 0.65 0.73 1.62 2.22 3.54
面 道 義 性 0.20 0.35 0.02 0.28 0.93 0.92
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付表3.職場欲求の各項目の重視度得点と各側面の重視度得点:一般従業員勤続年数別
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付表4,職場欲求の各項目の重視度得点と各側面の重視度得点:役職別および学歴別
??
??
????????????
??
?
?
……
??
?
?
?
?
?
?
?
?』?ー
?
?
?
?
?
?…
??
??
?
?
?
?。?」
??
?
?
?
??
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
??。
?
?
?
?
?
??
??
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?。?
?
?
?
?
?
??…
?
?ー
?」
?
?
?。
??
??
?????
??
?
?
?
???
?
?
?》
?》
??
?…?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?。
??
?
?
?
??
?
?
?
?
??
?
?
?。…
?
?
?
?
?
??。
?
?
?
?
?
?
?…←
????
??
?
?
?
?
?
?
??
??
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
104
NEEDSINWORK:FOCUSINGONEMPLOYEEOFTHEIRONANDSTEEL
INDUSTRYANDT.HEEMPLOYEEDISPATCHEDTOAJUNIORCOLLEGE.OF
TECHNOLOGYINJAPAN
ToshiakiMIURA
ThepresentstudyattemptedtoclarifyneedsinworkofJapaneseemployeeofh℃nandsteel
industryfromthreeaspects;economicaspect,socialaspectandse匠actuahzationalaspect.In
Japan,thestructureofindustryhasbeenchangingandrationaH客ationincompanieshasbeenmade
sincetheoilcrisisin1972.Andespecianybecauseofrapid.raiseofyenpowersinceSeptember
1985,largescaledrationaHzationhlcompanieshasbeenmade.Theseinfluencesareespeciany
remarkableinironandsteelcompanies.
Theresearchwasperfbmledin1985and1988byaquestionnairemethod.Thesubjectswere
employeesofh℃nandstellcompaniesalldtheemployeesdispatchedtoajuniorcollegeof
technologyfbradvancededucation.
Theresultshowedthateconomicneedsaremostremarkable.Thisre且ectstheeconomicand
socialaf勧rsmentionedabove.Itwassuggestedthatthereisahierarchicalstructureinneeds
inwork,andalsosuggestedthatthereisatradeoffbetweeneconomicneedsandselfactualizational
needs,ma㎞gsocialneedsasananchorpo血t.Thetradeo仔wasshowninpro艶ssionalcareer,
prof6ssionalstatus,andeducationalbackground.Thoughtherewasfbupdnoremarkablediff6rence
insocialneeds,peedsforhumanrelationsofmiddlemanagementwerestrongerthaロ.other
employees.
ItwasshownthatselfactuahzationalneedsofemployeesdispatchedtoajuniorcoHegewere
strongerthanthoseofotheremployees.Itcanbesaidthatanef艶ctofdispatchingemployees
toacollegeonincreashlgselfactualizationalneedswasfbund.Here,itshouldbenoticedthat
the血 且uenceofeconomicandsocialchangeonthiseff6ctwasfblmd.
ThedynamicsoftradeoffbetweeneconomicneedsandselfactuaHzatio孕alneeds,andthe
influenceofeconomicandsocialaf〔airsontheeff6ctofdispatchingemployeesfbradvanced
educationawaitforfartherresearch.
